
団
塊
の
世
代
が

過
ご
し
た
千
二
小
時
代

編
集
部

は
じ
め
に

「
団
塊
の
世
代
」
と
は
皆
様
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
堺
屋
太

一

氏
の
造
語
で
，
昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
生
ま
れ
を
指
し

ま
す
。
*
小
学
校
へ
の
入
学
年
次

i

昭
和
二
十
九
年
5
三
十
一
年

*
同
じ
く
卒
業
年
次
|
|
↓
昭
和
三
十
五
年
i
三
十
七
年

*
千
二
小
で
い
え
ば
.
三
+
一
回
生
3
三
十
三
回
生
で
す
。

こ
の
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
は
，
前
後
の
学
年
と
比
べ
て
圧

倒
的
な
大
人
数
で
，
厳
し
い
競
争
社
会
を
生
き
抜
い
て
き
ま
し

た
。
衣
食
住
不
足
だ
け
で
な
く
，
学
校
・
校
舎
・
教
師
・
運
動

場
を
始
め
遊
具
・
設
備
・
器
具
ま
で
不
足
し
，
進
学
・
就
職
は

も
と
よ
り
，
結
婚
に
お
い
て
も
男
女
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら

苦
労
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
も
，
今
年
か
ら
順
次
六
十
五

歳
と
な
り
，
時
間
的
な
ゆ
と
り
が
生
じ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

二
.
な
ぜ
今
，
団
塊
の
世
代
を
と
り
あ
げ
る
の
か
?

こ
と
千
里
山
会
に
関
す
る
団
塊
世
代
の
皆
さ
ん
の
活
動
状

況
を
み
ま
す
と
，
決
し
て
積
極
的
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
厳
し
い
世
を
過
ご
さ
れ
て
き
た
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
今
年
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
，
男
性
・
女
性
共
に
生
活
の

リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
て
こ
ら
れ
る
の
で
は
?

是
非
，
今
後
は
千
里
山
会
の
中
の
団
塊
の
世
代
(
千
里
山
会

で
突
出
し
た
存
在
)
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
，
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
過
ご
さ
れ
た
千
二
小

時
代
を
振
り
返
り
，
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

藤
村
修
内
閣
官
房
長
官
も
三
十
三
回
生
で
，

最
後
の
学
年
で
す
。

団
塊
の
世
代

そ
の
頃
の
千
二
小
・
千
里
山
・
日
本
の
で
き
ご
と

三
年
に
及
ぶ
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
が
千
二
小
で
過
ご
さ

れ
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
1
三
十
七
年
で
，
そ
の
頃
の
千
里
第

二
小
学
校
，
千
里
山
・
吹
田
市
，
日
本
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
を
次
頁
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

圧
倒
的
大
多
数

右
端
か
ら
順
次
学
年
が
下
が
り
，
左
端
が
昭
和
二
十
二
年

生
ま
れ
の
一
年
生
写
真
の
手
前
(
下
)
は
先
生
た
ち

(
河
出
書
房
新
社
「
わ
が
世
代
昭
和
二
十
二
年
生
ま

れ
」
よ
り
小
学
校
名
は
不
明
)

小
学
校
の
朝
礼
風
景

小学校入学者数推移沌瑚蹴『柿世代蜘忽年金納より

22年生封L 四年入帯創召醐場数を劉サ1する励〈下のグラフ 32俄騎の磁調l-~りに注怠
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昭
和

2

2
年
5
2
4
年

千
二
小
の
あ
ゆ
み

2

2
年
子
ど
も
の
数
は
憎
唱
え
た

の
に
敗
戦
の
痛
手
で
校
舎
は
楢
唱
え

ず

.
2
4
年
こ
ろ
ま
で

1
ク
ラ
ス

7

0
人
近
く
の
す
し
詰
め
教
室
や
.

二
部
授
業
が
続
け
ら
れ
た
。

2

3
年

P
T
A
発
足

2

4
年

木

造

校

舎

を

つ

っ

か

い

棒
で
支
え
る
。

夏

6
年
生
は
修
学
旅
行
の
か
わ

り
に
，
琵
琶
湖
へ
日
帰
り
の
水
泳

に
行
く
。

秋

モ

ル

タ

ル

2
階
建

4
教
室
の

校
舎
完
成
。

秋

創

立

2

0
周
年
を
祝
い

.

2

日
間
の
文
化
祭
を
聞
く
。

昭
和

2

5
年
i
2
7
年

千
二
小
の
あ
ゆ
み

元
私
立
桜
薗
園
女

学
校
跡
地
に
(
千
里
山
東
2
丁
目
)

に
分
後
を
設
置
し
，

2
3
3
年
生

が
通
う
。

8
学
級

2
6
年

4 
月

こ
の
年
修
学
餓
行
が
復
活
し
た
が

配
給
制
の
た
め
各
自
米
を
持
参
す

そ

千
里
山
・
吹
田
市
の
で
き
ご
と

2

2
年

私

立

千

里

山

中

学

校

経
営
難
に
陥
り
，
吹
田
市
が
買

収
。
新
学
制
に
よ
り
千
里
山
高

校
と
な
る
。

千
里
山
・
吹
田
市
の
で
き
ご
と

2

5
年

3
月

千

里

山

東

に

第

一
市
営
住
宅
建
設
さ
れ
る

千
里
山
遊
園
地
閉
園

売 5
却月

一 学 6
中校月

、レ___--が廃
入校千
る里
こ山
の中
校学
舎校

吹高
田等

2

7
年

千

里

山

開

発

3

0
周

年
の
祭
り
が
千
里
山
自
治
会
主

催
で
催
さ
れ
た
。

カ2
日開24年木造同様2階4教室菊校舎実誠向頃

日
本
の
で
き
ご
と

2

2
年

6

・3
・3
制
発
足

新
制
中
学
設
置
新
制
大
学
各
地

に
設
置
湯
川
秀
樹
ノ
ー
ベ
ル
賞

受

賞

炭

鉱

節

東

京

プ

ギ

ウ

ギ

2

3
年

帝

銀

事

件

サ

マ

ー

タ

イ

ム

太

宰

治

入

水

自

殺

ア

ロ

ハ
シ
ャ
ツ
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路

2

4
年
第
一
回
「
母
の
日
」

下
山
事
件
・

三
鷹
事
件
・
松
川
事

件
お
年
玉
年
賀
葉
書
始
ま
る

銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
悲
し
き
口
笛

ト

ン

コ

節

鐙

の

鳴

る

丘

長
崎
の
鐘
私
は
誰
で
し
ょ
う

と
ん
ち
教
室
歌
の
お
ば
さ
ん

あ
ん
み
つ
姫

日
本
の
で
き
ご
と

2

5
年

朝

鮮

戦

争

開

始

朝

鮮

特

需

レ

ッ

ド

パ

l
ジ
始
ま
る

金
閣
寺
放
火
に
よ
り
延
焼
千
円

札
霊
場
パ
チ
ン
コ
大
流
行

水

色

の

ワ

ル

ツ

赤

い

靴

鉄

腕

ア
ト
ム
お
お
ミ
ス
テ
ー
ク

プ
ロ
野
球
ナ
イ
タ
ー
始
ま
る

N
H
K
第

一
回
紅
白
歌
合

戦

ラ

ジ

オ

体

操

復

活

三
原
山
大

噴

火

児

童

憲

章

成

立

ジ

ャ

ズ

の

流

行

小

型

タ

ク

シ

ー

脳

溢

鼠

死

因
の
第

一
位
結
核
を
抜
く
(
第
二
位
)

上
海
帰
り
の
リ
ル
あ
ざ
み
の
歌

ア
ル
プ
ス
の
牧
場

2

7
年

黄

変

米

君

の

名

は

白

井
義
男
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ヘ
ル

シ
ン
キ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

2

6
年

-94 --95 



y

一
千
ニ
小
の
あ
ゆ
み

昭
和

2
8
年
5
3
0
年

2

9
年

入
学
旧
新
国
村
が
吹
田
市
に
分
村
合
併
.

旧
下
新
田
地
区
の
児
童
を
本
校
に

編
入
す
る
。

創
立
2

5
周
年
記
念
祝
賀
式
を
行

句つ
。

国
境
の
世
代
第
一

一期
金

3

0
年

そ

の

頃

1
ク
ラ
ス

6

0

人
で
本
校
・
分
校
に
分
か
れ
.
木

造
校
舎
は
古
く
な
っ
た
。

千
二
小
の
あ
ゆ
み

3

0
年
務
堂
に
自
あ
り
発
生

校
舎
槽
築
.
運
動
場
鉱
張
の
大
運

動
を
起
こ
す
た
め
，
「
千
二
小
枝

槽
改
築
促
進
会
」
が
結
成

昭
和
3

1
年
1
3
3
年

3

1
年

3
月

吹

き

篠

け

の

工

事
中
の
講
堂
で

2

7
回
生
卒
業
式

が
実
施
さ
れ
た
。

3

2
年

2
月

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー
ト
の
講
堂
完
成

8
月

鉄

筋

3
階
建
校
舎
第
一
一
期

1

5
教
室
と
給
食
調
理
室
完
成

千
里
山
・
吹
田
市
の
で
き
ご
と

千た団 2
里。が 7
山 旧年
駅 町
前会吹
に単田
美 位 市
和 で赤
遊結十
園 成 字
閉 さ奉
設 れ 仕

2

8
年
千
里
山
西
第
二
市
営

住
宅

2
0
戸

河

田

第

二
市
営

住
宅

1

0
戸
建
設

文化堂から千豊山駅を望む

3
0
年

住
宅
公
団
千
里
山
団

地
1
0

6
1
戸
建
設
着
手

吹
岡
市
庁
舎
火
災

千
里
山
・
吹
田
市
の
で
き
ご
と

吹
田
市
自
治
会
連
合

3
0
年

結
成
千
里
山
西
緑
ケ
丘
分
譲
始
ま
る
。

3

1
年
当
時
圏
内
最
大
規
模

の
住
宅
公
団
千
里
山
団
地
完
成

4
9
棟

1
0
6
1
戸

昭和30年頃の千里山駅

日
本
の
で
き
ご
と

2

7
年

電
気
冷
蔵
庫
ナ
イ
ロ

ン
ブ
ラ
ウ
ス
登
場

リ
ン
ゴ
追
分

風
と
共
に
去
り
ぬ
第
三
の
男

テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
若
者
よ

2

8
年

大
相
撲
テ

レ
ピ
中
継
開
始

伊
東
絹
子
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス

3
位

真
知
子

巻

き

シ

ェ

l
ン

禁

じ

ら
れ
た

遊

び

終

着

駅

マ

ン

ボ

2
9
年

マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー

-

ジ
ョ

l
デ
イ
マ
ジ
オ
来
日
カ
道

山

・
木
村
が
シ
ャ

ー
プ
兄
弟
と
タ

グ
マ
ッ
チ
第
五
福
竜
丸
被
災

ロ
ー

マ
の
休
日
笛
吹
章
子

七

人

の

侍

ゴ

ジ

ラ

お

宮

さ

ん

3

0
年

米
軍
基
地
反
対
砂
川
闘

争
始
ま
る
オ
ネ
ス
ト
ジ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団

日
本
の
で
き
ご
と

3

0
年

後
半
よ
り
神
武
景
気

森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
中
毒
で
死
者

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
太
陽
族

エ
デ
ン
の
東
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

太
陽
の
季
節
暴
力
教
室

3
1
年
比
叡
山
延
暦
寺
焼
失

三
種
の
神
器
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
水
俣
病
息
者
出
る

四
十
八
歳
の
抵
抗
鉄
人

2

8

号
愛
ち
ゃ
ん
は
お
嫁
に

と

霧

狂

っ

た

果

実

夜

3

2
年
南
極
に
昭
和
基
地
開
設

東
海
村
に
原
子
の
火
と
も
る

な

ベ

底

不

況

よ

ろ

め

き

挽

歌

錆
び
た
ナ
イ
フ
有
楽
町
で
逢
い

ま
し
ょ
う
喜
び
も
悲
し
み
も
幾

歳
月
戦
場
に
か
け
る
橋

-96 --97 -



昭
和

3
3
年
1
3
5
年

千
二
小
の
あ
ゆ
み

s! 3 

成主

6 
月

新
運
動
場
鉱
張

3

4
年

1

1
月

1

5
日

創

立

3

0
周
年
記
念
・
技
敬
制
定

以
後
こ
の
日
を
創
立
祝
賀
記
念
日

と
す
る
。

3
5
年

第
一
一
期
回
線
世
代
卒
業

昭
和

3
6
年
1
3
9
年

千
二
小
の
あ
ゆ
み

プ

Jj， 
完
成

鉄鍛蹟堂並r.qコ第一期3階建観険会と額週蝉寄皆実

3

6
年

7 
月

3

9
年

7
月

二
期
)
猶
築

9
月

分

校

廃

止

本
校
に
揃
う

鉄
筋
校
舎

第
校舎全量

全
学
年
が

健闘32年)

予
里
山
・
吹
田
市
の
で
き
ご
と

3

5
年

千

里

ニ

ュ

l
タ
ウ
ン

第

一
次
事
業
計
画
発
表

吹
閏
市
片
山
公
園
(
千
里
丘
陵

南
端
)
で

二
千
万
年
前
の
古
代

象
の
下
あ
ご
の
化
石
発
見

千
里
山
下
水
管
修
理

・
道
路
舗

装
す
す
む
。

千
里
山
・
吹
田
市
の
で
き
ご
と

3

6
年

7
月

タ
ウ
ン
起
工
式

市
立
脊
少
年
の
家
開
設
千
里
ニ
ュ
ー

3

7
年

千
里
ニ
ュ
!
タ
ウ
ン

第
一
回
入
居
開
始
(
佐
竹
台
・

高
野
第
)

3

8
年

阪

急
千
里
山

1
新

千
里
開
通
(
全
線
開
通
後

「
南
千
里
」
)

千
里
山
老
人
ク
ラ
ブ

会
)
結
成

(
福
寿

3

9
年

7
月

千
里
山
緑
ケ

丘
に
吹
田
第

一
中
学
校
舎
完
成

聞
大
前
・
花
壇
町
統
合
し

聞

大

前

駅

吹

田

駅

も

千里山駅の方からみた公団千里山
アパートの建殺風景(仲辻 2俊民提供)

日
本
の
で
き
ご
と

3

3
年

名

神

高

速

道

路

着

工

東

京
タ
ワ

l
完

成

一

万

円

札

発

行

フ
ラ
フ

l
プ

星

は

何

で

も

知

っ

て

い

る

私

は

貝

に

な

り

た

い

オ

l

イ
中
村
君
腸
の
あ
た
る
坂
道

3

4
年

南

極

で

タ

ロ

l
，
ジ
ロ

l

の
生
存
確
認
皇
太
子
ご
成
婚

岩

戸

景

気

カ

ミ

ナ

リ

族

黒

い

花
び
ら
黄
色
い
さ
く
ら
ん
ぽ

南
国
土
佐
を
後
に
し
て
人
聞
の
条

件3

5
年
安
保
改
定
反
対
の
闘
い

池
田
首
相
国
民
所
得
倍
増
計
画

日
本
社
会
党
浅
沼
委
員
長
刺
殺
さ
れ

る

だ

っ

こ

ち

ゃ

ん

ア

カ

シ

ア

の

雨
が
や
む
と
き
誰
よ
り
も
君
を

愛

す

潮

来

笠

太

陽

が

い

っ

ぱ

い

ラ
ラ
ミ

l
牧
場

日
本
の
で
き
ご
と

3

6
年

ガ

ガ

i
リ
ン
の
人
工
衛

星

打

上

げ

へ

l
シ
ン
グ
優
勝

上
を
向
い
て
歩
こ
う
ス

l
ダ
ラ
節

東
京
ド
ド
ン
パ
娘
北
上
夜
曲

3

7
年

堀

江
謙
一
太
平
洋
単
独
積

断

ツ

イ

ス

ト

野

生

の

エ

ル

ザ

い
つ
で
も
夢
を
ベ
ン

・
ケ
ー
シ
ー

3

8
年

士
ロ
一
展
ち
ゃ
ん
事
件

道
山
死
亡

{こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
]

江
分
利
減
氏
の
優
雅
な
生
活

ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス

プ
レ
タ
ポ
ル
テ
流
行

カ

3

9
年
東
海
道
新
幹
線
・
名
神
高
速

道
路
開
通
東
京
オ
リ
ピ
ッ
ク
開
催

ウ
ル
ト
ラ

C

様

性

愛

と

死

を

み

つ

め

て

平

凡

パ

ン

チ

コ

ン

パ

ニ

オ

ン
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四

団
塊
の
世
代
が
過
ご
し
た
千
二
小
時
代

左
の
表
を
見
て
い
た
だ
く
と
団
塊
の
世
代
の
入
学
が
始
ま

る
昭
和
二
十
九
年
度
よ
り
急
激
に
生
徒
数
が
増
え
始
め
る
の

が
よ
く
解
り
ま
す
。

三
十
三
年
よ
り
さ
ら
に
増
え
続
け
る
の
は
千
里
山
東
に
完

成
し
た
住
宅
公
団
の
団
地

(
1
0
6
1
戸
)
等
の
影
響
で
す
。

校
舎
・
運
動
場
等
の
諸
設
備
の
不
足
と
そ
れ
ら
の
老
朽
化
で

質
・
量
と
も
に
改
善
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

Z事業生数

3

0

3

2

6

 

9
U
A
1
R
U
門

4

目
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創立以来明醍員・児童数の能移

(千二技省l位 30周年記念誌より)
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i
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d
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司
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噌
ム
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T
ム

2

2

2

4

4

 

噌
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止

唱

4

噌
よ
噌
よ

、a
'
n
U

噌

よ

内

L
η
3

E

-

T
ム

噌

A

咽
-a

唱
ム

年
々
増
え
て
行
く
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
に
は
，
木
造
二
棟
と

モ
ル
タ
ル
四
教
室
で
は
，
あ
ま
り
に
も
せ
ま
く
，
つ
い
に
昭
和

2

6
年
4
月
か
ら
，
今
の
千
里
山
東
二
丁
目
，
戦
前
桜
蘭
女
学

校
で
あ
っ
た
校
舎
を
分
校
に
し
，
ニ
，
=
一
年
生
が
通
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
以
後
3
9
年
ま
で
本
・
分
校
に
分
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

2
9
年
に
は
，

旧
新
田
村
の
下
新
田
地
区
(
今
の
春

.

日
町
)
が
吹
田
市
に
合
併
さ
れ
，
そ

の
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
千
里
山
住

宅
を
越
え
て
千
二
校
へ
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
団
塊
の
世
代

の
入
学
に
伴
い
，
千
二
校
の
児
童
数

は
，
増
え
続
け
ま
し
た
。

そ
の
上
，
昭
和
4
年
に
建
て
ら
れ
た

講
堂
の
柱
が
白
ア
リ
に
食
い
荒
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
昭
和
3
0
年
8
月
に

発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

「
講
堂
を
鉄
筋
校
舎
で
建
て
直
す
こ

と
」
「
本
・
分
校
に
分
か
れ
て
い
る
不

そ
の
た
め
い
?
も
運
動
場
の
新
築
・
拡
張
工
事
が
続
い
た
中

で
の
学
園
生
活
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
し
ま
す
。

そ
し
て
卒
業
さ
れ
た
頃
よ
り
千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
建
設

が
始
ま
り
，
や
が
て
大
阪
万
博
へ
。
阪
急
千
里
山
線
の
延
長
工

事
も
あ
り
ま
し
た
。
騒
々
し
い
が
活
気
に
満
ち
た
幼
少
期
を
過

ご
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
千
里
第
二
小
学
校

の
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
の
『
千
二
校
の
あ
ゆ
み
第
六
章

校
舎
増
改
築
の
運
動
と
第
七
章
鉄
筋
校
舎
の
完
成
』
に
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
次
頁
か
ら
抜
粋
し
て
転
載
し
ま
す
。
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34 

便
な
学
校
，
せ
ま
い
木
造
校
舎
で
な
く
，
鉄
筋
校
に
増
築
を
」

と
い
う
緊
急
な
要
求
が
P
T
A
で
真
剣
に
話
合
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
3
0
年
8
月
2
日
，
「
千
二
校
増
改
築
促
進
会
」
が
発
足

し
，
会
長
に
は
，
永
ら
く
千
里
山
に
住
ん
で
お
ら
れ
，
当
時
大

阪
高
等
裁
判
所
の
判
事
を
さ
れ
て
い
た
山
崎
薫
さ
ん
が
推
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
山
崎
さ
ん
を
先
頭
に
，

P
T
A
を
は

じ
め
校
区
の
各
種
団
体
，
市
民
の
み
な
さ
ん
が

一
丸
と
な
っ
た

大
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

当
時
の
吹
田
市
は
借
金
六
億
円
を
か
か
え
，
苦
し
い
財
政
状

態
で
し
た
。
し
か
し
山
崎
さ
ん
や
，
当
時
の
P
T
A
会
長
な
ど

の
役
員
を
さ
れ
て
い
た
方
々
と
校
長
の
有
川
清
夫
先
生
が
地

区
市
民
の
絶
大
な
協
力
の
も
と
に
，
連
日
の
よ
う
に
会
議
，
市

役
所
，
府
教
育
委
員
会
と
の
交
渉
を
重
ね
，
更
に
文
部
省
に
ま

で
陳
情
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
熱
意
に
市
も
，
府
教
委
も
真
剣
に

千
二
校
の
教
育
条
件
を
よ
く
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
，
つ
い
に

昭
和
3

1
年
1

2
月
，
白
壁
の
美
し
い
鉄
筋
講
堂
が
完
成
し
た

の
で
す
。
こ
の
間
に
，
工
事
中
の
3

1
年
3
月
，
卒
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。
卒
業
式
を
是
非
母
校
の
講
堂
で
挙
げ
よ
う
と
い
う

先
生
方
や
P
T
A
役
員
，
父
母
の
熱
意
で
，
吹
き
抜
け
の
工
事

中
の
天
井
に
紅
白
の
幕
を
張
っ
て
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
で

こ
そ
ど
の
学
校
に
も
大
き
な
体
育
館
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
，
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市
の
財
政
が
苦
し
く
，
建
築
材
料
も
足
り
な
い
当
時
，
こ
れ
ほ

ど
進
ん
だ
設
備
を
持
っ
た
講
堂
は
，
お
そ
ら
く
全
国
に
も
稀
だ

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
優
れ
た
建
物
で
し
た
。

講
堂
の
改
築
に
つ
い
て
交
渉
が
始
め
ら
れ
る
前
，
昭
和
2
8

年
春
，
阪
急
電
車
は
千
里
山
駅
の
東
に
つ
づ
く
雑
木
林
の
山
を

買
い
取
り
，
や
が
て
住
宅
公
団
が
そ
の
山
を
議
り
受
け
て
，
こ

こ
に
一
大
住
宅
団
地
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

3
0
年
暮
れ
か
ら
工
事
が
は
じ
ま
り
，
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
機
械

シ
ョ
ベ
ル
に
よ
っ
て
，
み
る
み
る
う
ち
に
山
が
切
り
崩
さ
れ
，

谷
は
埋
め
ら
れ
，

3
1
年
1
2
月
に
，

1
0
6
1
戸
の
ア
パ
ー

ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
の
虹
が
丘

・
星
が
正
・
霧
が
丘
が
そ

れ
で
す
。
当
時
の
我
が
国
全
体
で
も
一
番
規
模
の
大
き
い
団
地

で
し
た
。
当
然
多
く
の
児
童
が
入
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
，

校
舎
増
築
は
急
い
で
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
，
「
促
進

会
」
の
方
々
は
講
堂
改
築
と
共
に
鉄
筋
校
舎
建
設
の
大
運
動
を

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
山
崎
さ
ん
を
中
心
の
ね
ば
り
強
い
交
渉
結

果
，
つ
い
に
こ
の
問
題
は
文
部
省

・
大
蔵
省
・
自
治
省

・
建
設

省
・
住
宅
公
団
の
合
同
協
議
に
発
展
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
，

「
先
ず
住
宅
公
団
が
学
校
の
建
設
を
行
う
。
吹
田
市
は
そ
の
費

用
を
1
8
年
間
に
返
し
て
い
く
」
と
い
う
新
し
い
方
式
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
式
は
千
二
校
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
そ

鉄
筋
校
舎
の
完
成

希
望
の
鍾
が
鳴
っ
て
い
る

新
装
成
っ
た
鉄

筋
講
堂
か
ら
軽

快
な
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
流
れ
て
き

ま
し
た
。

P
T
A

を
は
じ
め
校
区

市
民
の
盛
り
上

が
っ
た
運
動
の

結
果
，
鉄
筋
講
堂
，

鉄
筋
三
階
建
校

舎
，
新
運
動
場
が

相
次
い
で
完
成

し
，
や
が
て
昭
和

3
4
年
，
創
立
3

0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
記
念
し

て
校
歌
を
制
定

す
る
こ
と
に
な

光
あ
ふ
れ
る
丘
の
上
，

新講堂で校歌発表会(BB34.11)

の
後
，
大
き
な
団
地
建
設
の
た
め
に
人
口
が
急
増
す
る
地
域
で

実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
，

木
造
校
舎
と
運
動
場
の
南
，
小
高
い
丘
に
鉄
筋

三
階
建
1
5
教
室
の
校
舎
が
昭
和
3

2
年
8
月
に
完
成
し
た

の
で
す
。
ま
さ
に
戦
後
吹
田

市
で
初
め
て
の
本
格
的
な
鉄

筋
校
舎
で
し
た
。
更
に
新
し

い
運
動
場
が
是
非
必
要
だ
と

市
教
育
委
員
会
に
要
求
し
，

つ
い
に
今
の
広
大
な
運
動
場

が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
当
時
吹
田
一
の
立
派
な

講
堂
，
校
舎
，
吹
田
一
広
い

運
動
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
教
育

環
境
を
!
」
と
い
う
念
願
の

も
と
に
，

P
T
A
，
校
区
市

民
の
み
な
さ
ん
の
大
変
な
熱

意
と
ね
ば
り
強
い
交
渉
の
賜

物
で
し
た
。

完成した鉄筋校舎(第一期)の全景

102 -

り
，
歌
調
が
募
集
さ
れ
，
卒
業
生
な
ど
か
ら
約
1
2
5
篇
集
ま

り
ま
し
た
。
未
来
に
伸
び
る
千
二
校
の

一
層
の
発
展
に
ふ
さ
わ

し
い
歌
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
，
あ
ら
た
め
て
木
島
憲
次
先

生
を
中
心
に
「
校
歌
制
定
委
員
会
」
が
作
調
，
作
曲
し
た
の
が
，

今
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
校
歌
で
す
。
こ
の
新
校
歌
は
そ
の
年

の
1
1
月
1
5
日
，
創
立
3
0
周
年
記
念
式
で
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
創
立
当
時
，
木
造
新
校
舎
，
講
堂
の
完
成
も
1
1
月
で
あ

っ
た
の
で
，

3
0
周
年
記
念
式
以
来
，
毎
年
1
1
月
1
5
日
を

創
立
祝
賀
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
夏
，
学
校
で
は
プ
ー
ル
で
皆
が
泳
げ
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
今
の
プ
1

ル
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
3
6
年
7

月
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
，
プ
ー
ル
で
の
水
泳
学
習
は
千
里

山
西
四
丁
目
に
あ
る
富
士
銀
行
寮
内
に
あ
る
プ
!
ル
を
使
用

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
l
ル
は
も
と
も
と
千
里
山
住
宅
地
の

開
発
計
画
の
中
で
，

一
番
北
の
公
園
の
施
設
と
し
て
造
ら
れ
た

も
の
で
す
。

「
学
校
に
プ
!
ル
を
造
っ
て
夏
，
思
い
切
り
、
泳
ご
う
」
と
い

う
子
ど
も
た
ち
ゃ
，
P
T
A
の
願
い
に
よ
っ
て
，
今
の
プ

l
ル

の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ー
ル
は
，
当
時
他
校
に
見

ら
れ
な
か
っ
た
低
学
年
用
小
プ

l
ル
や
，
循
環
消
毒
装
置
の
完

備
し
た
，
時
代
の
先
端
を
ゆ
く
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
プ

l
ル
と
し
て
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評
判
で
し
た
。

8
月
に
は
プ

l
ル
聞
き
が
祝
わ
れ
，
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
阪
上
安
太
郎
氏
が
模
範
水
泳
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
木
島
憲
次
先
生
が
作
詞
作
曲
さ
れ
た
「
プ
!
ル

聞
き
の
祝
歌
」
が
み
ん
な
で
歌
わ
れ
ま
し
た
。

“
プ

l
ル

プ

l
ル
待
ち
に
待
っ
た
プ

l
ル

に
こ
に
こ
笑
顔
が
う
つ
っ
て
る

プ
ー
ル
プ
ー
ル
ぼ
く
た
ち
の
プ

l
ル

心
は
ず
む
よ
よ
ろ
こ
び
に
“

プ
ー
ル
の
完
成
に
よ
っ
て
，
み
ん
な
が
泳
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
，
先
生
方
の
熱
意
と
み
ん
な
の
努
力
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
昭
和
3
9
・4
0
年
を
筆
頭
に
ず
っ
と
，

千
二
校
の
選
手
は
吹
田
市
や
，
三
島
地
区
の
水
泳
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。

住
宅
公
団
ア
パ
ー
ト
の
完
成
に
続
い
て
，
昭
和
3

5
・
6
年

ご
ろ
か
ら
新
し
い
住
宅
建
設
が
続
き
ま
し
た
。
日
増
し
に
増
え

る
児
童
が
学
ぶ
千
二
校
の
校
舎
増
築
は
再
び
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
鉄
筋
校
舎
の
増
築
と
分
校
の
解
消
を
求
め
て
，

当
時
の

P
T

A
役
員
会
は
何
回
も
の
会
議
を
重
ね
，
父
母
の

方
々
は
毎
日
の
よ
う
に
市
役
所
へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。

-
鉄
筋
校
舎
増
築
を
祝
っ
て
人
文
字
航
空
写
真
(
昭
羽
・
夏
)

下の運!fV揚で(今のプール当たり)

昭和30年 27回生花組

何人カ功方は解ったものの私儀鵬

は解らなしL

大プーノレで元気し、っぱし、の

子どもたち(Bg和50年)
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そ
の
運
動
が
実
っ
て
，
い
よ
い
よ
昭
和
3
8
年
1
2
月
に
既
に

完
成
し
て
い
る
鉄
筋
校
舎
の
続
き
に
増
築
す
る
工
事
が
始
ま

り
，
翌
3
9
年
7
月
3
0
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
増
築
工

事
の
中
で
は
，
特
に
先
生
方
が
設
計
業
者
と
打
合
せ
を
重
ね
，

新
し
い
時
代
の
学
習
に
相
応
し
い
図
書
室
，
音
楽
室
，
理
科
室

な
ど
の
特
別
教
室
の
設
計
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
丘

の
上
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
は
，
今
見
ら
れ
る
姿
と
な
り
，
繋
が

っ
た
廊
下
の
長
さ
は
小
学
.
校
で
は
日
本

一
と
い
わ
れ
，
豪
華
船

が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
鉄
筋
校
舎
増
築
に
よ
っ
て
，
昭
和
2
6
年
以
来
使
っ
て

い
た
分
校
が
廃
止
さ
れ
，
こ
こ
に
全
学
年
が
揃
っ
て
本
校
で
学

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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炉校舎建築経費移りかわり

木造南校舎(大15)
16，675円

木造北校舎(昭4)

26，833円
モルタル校舎(昭24)

2，550，000円
講堂改築(昭31)

1，950，000円
鉄筋校舎第一期(昭32)

40，466，760円
鉄筋四階建・東西二棟

(8i%3) 
426，600，000円

新体育館(昭54・幼稚園
含む)

330，000，000円
炉鉄筋校舎廊下の長さ

122m 



そ
の
こ
ろ
，

5
・
6
年
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
，
郷
土
史
研
究

ク
ラ
ブ
の
共
同
研
究
が
熱
心
に
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
下
げ
て
，
佐
井
寺
・

千
里
山
住
宅
・
春
日
町
を
訪
ね
て
歩
き
，
土
地
の
古
い
人
か
ら

聞
き
書
き
し
た
り
，
実
地
調
査
を
す
る
な
ど
共
同
研
究
の
結
果

を
昭
和
3

9
年
に
は
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
も
こ
の

時
の
研
究
し
た
本
は
三
年
生
の
社
会
科
の
勉
強
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

千
里
山
の
北
，
箕
面
に
続
く

一
帯
は
雑
木
林
，
竹
林
が
続
く

広
大
な
丘
陵
地
で
し
た
。
戦
前
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
の
閉
ま
で

こ
の
地
は
吹
田
の
小
学
校
か
ら
遠
足
ゃ
う
さ
ぎ
狩
り
に
駆
け

回
っ
た
と
こ
ろ
で
，
佐
井
寺
や
山
田
，
新
田
の
農
家
の
人
々
が

耕
す
田
畑
，
桃
畑
，
笥
の
栽
培
地
で
，
他
に
は
ほ
と
ん
ど
人
も

通
ら
な
い
静
け
さ
で
し
た
。
昭
和
3
6
年
か
ら
こ
の
広
大
な
吹

田
，
豊
中
岡
市
に
ま
た
が
る
千
里
丘
陵
に
，
大
阪
府
は
一
大
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
を
造
る
工
事
を
始
め
ま
し
た
。
3
8
年
に
は
阪
急

電
車
は
終
点
千
里
山
駅
か
ら
延
長
工
事
を
し
，
南
千
里
駅
を
造

り
ま
し
た
。
一
方
千
里
山
も
住
宅
が
増
え
続
け
，
昭
和
4
2
年

度
に
千
二
校
は
4
4
学
級
，

1
8
5
1
人
と
い
う
過
大
枝
に
な

っ
て
い
ま
す
。
校
区
に
新
し
い
学
校
を
造
っ
て
，
ど
ち
ら
も
適

正
な
規
模
の
学
校
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
，

P
T
A
は
昭
和

1
0
年
ひ
と
昔
と
い
う
が
，
お
そ
ら
く
現
在
の
こ
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
，
生
気
あ
ふ
れ
希
望
に
み
ち
た
校
歌
，
即
ち
愛
唱

歌
と
し
て
，
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

私
が
千
里
第
二
尋
常
小
学
校
児
童
と
し
て
過
ご
し
た
6
年

間
を
含
め
3

0
年
間
，
母
校
に
は
校
歌
が
な
か
っ
た
。
こ
の
希

望
の
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
時
，
幸
運
に
も
母
校
に
在
職
し
，
そ

の
制
定
委
員
の
一
員
と
し
て
参
画
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
て

い
る
。

太
田
得
至
先
生

最
初
は
大
阪
港
区
の
さ
る
坊
さ
ん
が
，
私
立
桜
蘭
女
学
校
の

創
設
を
思
い
立
ち
，
校
舎
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
校

舎
完
成
後
建
設
費
の
支
払
い
が
で
き
ず
，
女
学
校
設
立
は
と
う

と
う
陽
の
目
を
見
な
い
ま
ま
に
過
ぎ
た
。
そ
の
後
，
私
立
千
里

山
中
学
校
が
こ
の
校
舎
を
仮
に
使
用
す
る
な
ど
若
干
の
経
緯

の
後
，
新
制
の
，
大
阪
府
立
吹
田
高
校
が
こ
の
校
舎
で
開
設
さ

れ
た
。
(
吹
田
高
校
は
そ
の
後
，
現
在
地
に
移
転
)
そ
し
て
そ

の
後
千
二
校
分
校
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

4

0
年
ご
ろ
か
ら
市
役
所
へ
陳
情
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
，

昭
和
4
3
年
に
千
里
山
西
・
緑
ケ
丘
に
千
里
第
三
小
学
校
が
新

段
さ
れ
ま
し
た
。
阪
急
電
車
の
線
路
か
ら
西
側
が
校
区
と
な
り
.

学
校
が
分
か
れ
ま
し
た
。
校
舎
が
完
成
し
て
，

9
月
1
日
，
そ

の
地
区
の

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
が
新
し
い
学
校
へ
変
わ

っ
て
行
き
ま
し
た
。

五
.
想
い
出
の
記
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ま
ず
千
里
第
二
小
学
校
創
立

4

0
周
年
記
念
誌
に
載
せ
ら

れ
て
い
た
先
生
方
の
当
時
の
(
団
塊
の
世
代
が
過
ご
し
た
小
学

校
時
代
)
思
い
出
話

3
篇
と
，
今
回
，
団
塊
の
世
代
の
方
々

へ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
2
篇
を
掲
載
し
ま
す
。

木
島
憲
次
先
生

ひ
か
り
あ
ふ
れ
る
丘
の
上
で
は
じ
ま
る
校
歌
。
千
里

第
二
小
学
校
制
定
と
し
て
発
表
さ
れ
，
そ
し
て
歌
わ
れ
て
き
て

1
0
年。

白
井
孝
雄
さ
ん

3
0
回
生

駅
よ
り
小
学
校
へ
続
く
山
沿
い
の
道
，
そ
の
山
に
，
い
つ
の

日
か
黄
色
い
機
械
が
入
っ
た
。
未
だ
珍
し
か
っ
た
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
に
よ
っ
て
，
半
ば
削
ら
れ
た
山
に
小
道
が
有
っ
た
。
学
校
の

帰
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
小
道
を
入
る
と
，
笹
と
繁
っ
た

樹
々
の
聞
に
水
た
ま
り
が
有
り
，
色
々
の
ト
ン
ボ
が
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
真
っ
赤
な
ト
ン
ボ
を
，
私
た
ち
は
よ
く
見
つ
け

た
。
小
さ
な
小
学
生
た
ち
に
と
っ
て
，
そ
の
道
は
ジ
ャ
ン
グ
ル

へ
誘
う
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
楽
し
み
も
そ
ん
な
に
長
く

は
続
か
な
か
っ
た
。
黄
色
い
砂
地
が
緑
を
減
ら
し
，
学
校
の
前

に
巨
大
な
，
そ
し
て
幾
つ
も
の
鉄
筋
が
建
ち
始
め
た
。

私
た
ち
の
遊
ん
だ
山
は
消
え
，
私
た
ち
が
木
造
校
舎
の
前
に

並
び
，
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
も
ら
っ
て
勇
ん
で
出
か
け
た
“
う
さ
ぎ

狩
り
"
の
山
も
，
今
や
万
博
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
の

今
や
失
な
わ
れ
ゆ
く
自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
自
然
に
遊
ん
だ
こ

と
こ
そ
，
今
に
思
え
ば
在
校
中
の
貴
重
な
思
い
出
で
あ
る
。
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